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Ⅱ．2014年度の活動実績 
 
１ 地域共同研究・地域交流活動の主な成果                         
  
(1)長崎県・雲仙市との連携による E キャンレッジ推進事業 

















した。開催場所については、第 1,5 回を本学、第 2,3 回を雲仙岳災害記念館、第 4 回を雲仙お山の
情報館別館とした(写真Ⅱ-1～4)。 
・第 1 回 10 月 6 日 「サバを増やし、鹿を減らし、風車を回す-自然とうまくつき合うための生 
態系アプローチ-」 
(横浜国立大学教授 松田浩之氏、本学部教授 杉村 乾) 
・第 2 回 11 月 21 日 「ジオパークとダーク・ツーリズム-“祈る”旅と災害からの復興-」 
           (追手門学院大学准教授 井出 明氏、本学部准教授 黒田 暁) 
・第 3 回 11 月 25 日 「半島・活火山の自然と水環境-自然の脅威・恩恵と人びとの暮らし-」 
           (法政大学准教授 小寺浩二氏、本学部教授 中川 啓) 
・第 4 回 12 月 6 日 「古写真と絵葉書でめぐる雲仙と島原半島-明治・大正・昭和初期の国際リ 
           ゾートを訪ねて-」 
(長崎居留地研究会 中島恭子氏、本学部准教授 馬越孝道) 
・第 5 回 1 月 5 日  「共感が生み出す地域づくりの最前線-中山間地の現場から学ぶ-」 






写真Ⅱ-1 井出明氏による講演       写真Ⅱ-2 小寺浩二氏による講演 
   写真Ⅱ-3 中島恭子氏による講演       写真Ⅱ-4 図司直也氏による講演 
 
② 大学高度化推進経費「質の高いフィールドワーク・スキルを備えた環境スペシャリストの育成」
事業(→Ⅱの 2 の(5)へ) 
 
(2)自治体等が設置する審議会や委員会委員等への就任 
 センターの役割の 1 つに、自治体等が設置する審議会や委員会などの委員、アドバイザー派遣の
支援をおこなう活動がある。センター運営委員の教員は、2014 年度はおもに次のような審議会や
委員会などの委員に就き、学術的知見の還元に努めた。 












  長崎県環境アドバイザー 
  長崎県高大連携推進委員 




・馬越 孝道  准教授 
長崎県環境影響評価審査会委員 































２ 学生への教育活動の主な成果                              
  
(1)新入生合宿研修 





































写真Ⅱ-5 深見准教授による講話      写真Ⅱ-6 旧大野木場小学校被災校舎の見学 
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第7回(2月2日)  条件不利地域と地域つくり：地域創生と企業の役割(藤井) 
第8回(2月9日) まとめ／期末試験 
 
② 環境科学特別講義 C 
開講期と単位数：2014 年度前期・1 単位 
科目分類：専門科目(環境政策コース・環境保全設計コース共通) 









授業内容：第1回(4月7日)  オリエンテーション 
第2回(4月14日)  さいかい元気村&させぼ時旅の挑戦 
           北島 淳朗 氏(地域づくりファシリテーター)  
第3回(4月21日)  環境問題をフィールドで考える(1) 
第4回(4月28日)  地域政策の立案の現場から 
           松島 完 氏(長崎県議会議員) 
第5回(5月12日)  環境問題をフィールドで考える(2) 
第6回(5月19日)  島原半島ジオパークの取り組み 
           江越 美香 氏(島原市役所主査) 
第7回(5月26日)  雲仙Eキャンレッジプログラムとは 
第8回(6月10日)  まとめ 
  
③ 環境科学特別講義 D 
 開講期と単位数：2014 年度前期・1 単位 
科目分類：専門科目(環境政策コース・環境保全設計コース共通) 












第1回(6月9日)   オリエンテーション 
第2回(6月16日)  高校生が主役の環境保全活動 
           井上 貴司氏(山陽女子中学・高等学校教諭) 
第3回(6月23日)  環境問題を現場で考える(1) 
第4回(6月30日)  国際協力活動の現場から(1) 
白鳥 佐紀子氏(JICA研究所研究員) 
第5回(7月7日)   国際協力活動の現場から(2) 
            小川 領一氏(有限会社ラーバンデザインズ取締役) 
第6回(7月14日)  環境問題を現場で考える(2) 
第7回(7月28日) 災害復興と観光 
           井出  明氏(追手門学院大学経営学部准教授) 
第8回(8月4日)  まとめ 
 
(3)地域技術論  
開講期と単位数：2014 年度後期・2 単位 
科目分類：専門科目(環境政策コース) 




























  2014 年度は全 3 回実施した。 
 
① 長崎市大中尾棚田での活動 
フィールドスクールの第 1 回(6 月 8 日)、
第 3 回(10 月 4 日)として実施。それぞれ約






 参加者の多くは 1,2 年生であり、環境科
学特別講義 C で扱った、「環境問題をフィー
ルドで考える」契機になったと考えている。










































にしぼり、課外科目「環境科学部フィールドワークスクール｣として全 3 回実施した。 

































































































３ 情報発信の主な成果                                
  
(1)ホームページの運営 
 2008 年 11 月に、環境教育研究マネジメントセンターのホームページを開設した。イベント情報
や、教員スタッフ紹介、リンク集などの項目を置き、おもに年報、ニューズレターの既刊行(第 14
号まで)やイベント開催報告の内容を更新している。 
http://www.env.nagasaki-u.ac.jp/ermachp/ 
 今後も、同類の地域活動をおこなうさまざまな団体との情報交換の場として、内容の充実を図っ
ていきたい。 
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